
令和６年度  

中泊町総合教育会議議事録  

 

日時：令和７年２月１７日（月）   
１０：００          

場所：中泊町役場 委員会室２    

 
 

日   程  

 
１．開 会 

 
２．あいさつ 

 
町 長  濱  舘 豊  光  

 
３．協議・調整事項  

 
    １）中里地域義務教育学校の整備方針について  

 
    ２）部活動地域移行の推進について  

 
    ３）メタバース英語教育について  

 
    ４）子ども第三の居場所事業について  

 
４．閉 会 

  



出 席 者  

 
 
町長  濱舘  豊光  

 
（教育委員会）  
教育長  鈴木  信也、教育長職務代理者  宮越  寛  
委員  佐井川  智道、委員  東山  綾子、委員  角田  龍二  
教育課長  田中  綾人  
課長補佐  宮越  敏宜、課長補佐  白崎  春樹  

 
（福祉課）  
福祉課長  長谷川  朱子  

 
（総務課）  
総務課長  下山  貴子、課長補佐  白川  隼  
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〇総務課長：ただいまから、中泊町総合教育会議を開会いたします。 

町長よりあいさつをお願いします。 

 

〇町長：今日は総合教育会議ということで、以前は教育委員会は独立機関だというこ

とから、総合教育会議はなかったわけでありますが、私が町長に就任した頃から首長

部局と教育委員会とで話し合いをするという趣旨で始まった会議であります。 

私自身は教育こそが、町の未来を形づくるものであるという認識を持っておりまし

て、今は教育も他にも、町の過去とか歴史とか、そういうものが未来を考える上で大

事だというところに思い至っております。新年度の予算においても、その考え方が反

映されるような形になればいいと思って予算を見ておりました。 

本日はそういうことを踏まえまして、20 年後、これから先の中泊町を考えたとき

に、今我々がどういうスタンスで教育に取り組んでいけばいいのかを考えながら、令

和６年、薄市小学校をスタートとしてメタバースによる英語教育・グローバル教育を

始め、令和７年度からは全校に展開をしていく中でのメタバースの教育の考え方。そ

して小泊では小中学校を一緒にしたこどまり学園、一貫校という形でやってきたわけ

でありますが、中里地域の小学校 3 校と中学校の子どもたちの減少は本当に数字を見

ればすぐわかるくらい減ってきておりまして、何年か前からお話をさせていただいて

いるとおり、統合が必要なのではないかなと。そのことも今日はテーマとして皆さん

と話し合いをさせていただきたいなと思っております。 

もう一つは今、全国的に学校教育の現場において、部活動をどう扱っていけばいい

のかがテーマになっております。我が町においても、部活動の地域移行をどう進めて

いくのかについて、委員の皆様方と意見交換をさせていただきたいと思っておりま

す。 

あともう一つは、福祉課の担当になりますが、B&G 財団が、子どもの第三の居場所

というものについて非常に深い関心を持ち、補助金の制度を作って、各地域の自治体

を支援しております。我々もその制度を使いながら、第三の居場所を整備していくと

いうことで、令和 7 年度予算に組み込んでおりますので、この 4 点について、意見交

換をさせていただければありがたいと思っております。 

限られた時間の中ではありまが、委員各位の忌憚のないご意見を頂戴しながら町教

育をしっかりと考えてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いを申し上げ
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まして開会にあたってのあいさつとさせていただきます。 

よろしくお願いします。 

 

〇総務課長：これから協議調整事項に入りますが、町長のあいさつにもあったように

今日の案件は教育部局から 3件、町長部局から 1件の計 4 件となっております。次第

に従いまして、協議調整事項のうち、中里地域義務教育学校の整備方針について教育

課長よりお願いいたします。 

 

〇教育課長：私の方からまず１点目の中里地域義務教育学校の整備方針についてご

説明したいと思います。 

昨年の 12 月議会と今年 1 月の広報にお載せした中里地域義務教育学校の整備につい

てですが、耐力度調査がまとまり、その点数の結果、新築ではなく改修という方向に

なりました。令和 11 年の中里地域の義務教育学校開校は、資料にある年度ごとのスケ

ジュール通りに目指すことになります。 

その改修工事の費用ですが、令和 7～8 年の 2年間で設計し、9～10 年度で改修工事

を行い、消費税を含めまして 11 億 9,548 万円の費用がかかります。このうち補助金が

4 億 9,143 万 6 千円交付されますので、7 億円ほどが町の持ち出しになります。この費

用の中には、外構工事・グラウンド整備工事が含まれておりませんので、整備する場

合はまた別途かかることになり 12 億円ではおそらく収まらないと考えています。な

お、財源ですが、各種交付金・過疎債などを活用していきますけれども、なるべく町

の負担となる持ち出しが少ないように計画したいと考えております。 

次に令和 9～10 年に改修工事を行う間、子どもたちの校舎をどうするのかを検討す

る資料になります。 

結論を申し上げますと、旧中里高校を改修して仮校舎にすることになります。プレ

ハブを設置することも検討しましたが、約 5億円かかることがわかり、旧中里高校の

改修工事の方は 3千万円強でしたので、改修工事で計画しているところでございま

す。 

次は、開校までのスケジュールになります。来年度に入りましたら、6月ごろ基本

実施設計業務の入札を行い、早々に契約するとともに、旧中里高校の改修設計にも着
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手したいと考えております。 

来年度末までには旧中里高校改修の設計を終えて、同校の改修工事を再来年度の令

和 8年度に発注します。2月頃には改修の基本実施設計が完了し、旧中里高校の仮校

舎に 3月頃へ引っ越します。そして令和 9 年度改修工事を入札し、令和 10 年度の 8月

頃に備品購入の入札、そして 2 月か 3月で改修工事が完了し、新校舎へ引っ越しする

といったスケジュールで考えております。 

次は学校の目指す姿になります。教育課で考えたものなので準備委員会で検討いた

だくということになりますが、新しい学校の目指す姿として地域との協働関係を生か

した学校づくりになります。こどまり学園にはコミュニティスクールを設置していま

すが、中里地域は学校評議員制度なので、開校を機にコミュニティスクール制度に格

上げして、地域の多様な意見を反映させたいと考えております。それから各地域の多

様な教育資源を積極的に活用したふるさと教育の充実ということで、ふるさと科に繋

がっていくことになるかと思います。その他、来年度から全校実施するメタバース英

語教育、それから今年度武田小学校で実践しているプログラミング学習、今年中里小

学校で日銀青森支店をお招きして実施した金融教育、これらに本格的に取り組んで、4

本の柱を特色あるカリキュラムとして導入したいと考えています。 

ここからは、準備委員会で検討協議していただく仮称義務教育学校開設計画の作成

となりなす。これまでの取り組み、児童生徒数の推移、それから今後の教育方針、ス

ケジュールなどを列記したものを計画として作成したいと考えていますので、ご協議

いただくことになると思います。 

例えば、廃校となる校舎の利活用をどうするかとか、学年の区切りは今だと 6年 3

年ですけれども、もしかしたら 2年 4年 3 年に区切るかもしれないですし、それから

校名、校章、制服こういった諸々のものを開校準備委員会で協議して計画としてまと

めて進めていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

〇総務課長：ただいまの協議調整事項について、委員の皆様からご意見を頂戴したい

と思います。 

最初に宮越委員いかがでしょうか？ 

 

〇宮越委員：この時期的なものは、先生方の教育カリキュラムやスケジュールとすり

4



合わせてきているのか、これからなのか？ 

 

〇教育課長：正直言いましてこれからです。 

 

〇総務課長：次に角田委員お願いいたします。 

 

〇角田委員：ふるさと科の具体的なものは？ 

 

〇教育課長：ふるさと、郷土の誇りとかそういう部分をメインに打ち出し、例えば

今、町史を編纂いたしますけれども、その編纂内容を学校の副読本に落とし込んで授

業を展開するなどを今のところは検討しております。 

 

〇角田委員：いいと思います。 

20 年先に伝えるべきものとして一つ提案しておきたいのは、遠野物語ってあるでし

ょう。柳田邦男が編纂したやつの中泊版を作ることを目標にできないですかね。 

いろんな神話とか、もののけ、幽霊、お化け、全部それぞれのストーリーがあって

地元に残っているものですから、これをひとまとめにしたものを子どもたちに残した

いですね。それが必要と提案しておきたいと思います。 

 

〇町長：角田委員のおっしゃるとおり、この地域の昔の歴史で残していかなければな

らない歴史はきちんと整理をして、未来に繋いでいくことが必要。そのための町史。

実は昭和 40 年に作った町の町誌。小泊地域はずっと村史「とひょう」を柳沢さんたち

が編纂しているんですが、武田地区はもう村誌そのものがどこにあるかわからなくな

っているし、内潟地区の村誌も昭和の 30 年代で止まっているんですよ。そこの抜けた

部分をしっかりと埋めながら、その中で子どもたちに伝えていかなければならない部

分を特にピックアップして、その中にはおそらく民話みたいなものもあるでしょう

し。 
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最近で言えば札幌市の市議会議員の三上さんが作った「蒙古の子守唄」はなぜこの

地域にあるのかとかですね。日本全国の地図を作った伊能忠敬が小泊に泊まって北海

道を観測してからいよいよ北海道の観測に入った。そういう歴史も忘れ去ってしまう

には惜しいものの一つではないかなと思うので、しっかりと未来に残すべきものを吟

味して、残していきたいと思っております。 

 

〇角田委員：やっぱり、もののけ、妖怪そういったものを掘り起こすことが大事な

んじゃないか。例えば、この地域は雨とか水ってすごく大事だった地域だったと思う

んですよね。その中でカッパ伝説とかいっぱい残っているんじゃないかと考えてい

る。旧木造町とかっていろんなカッパを祀っている神社があって、水を祀っている。

それは中泊町にもあって、そういったものを掘り起こして、このふるさと科の中で、

勉強してもらいたいと考えております。 

 

〇教育課長：おそらく大学の先生が入って編集されると思います。その中に当然民俗

学は登場すべき分野だとは思います。 

 

〇角田委員：例えば爺様、婆様が「水溜りにも気を付けろよ」というのは水溜りにも

カッパがいるらしいんですよね。私からは以上です。 

 

〇総務課長：続きまして東山委員いかがでしょうか？ 

 

〇東山委員：：私もふるさと科の創設が未来にとっては大事なのは、以前から言われ

ているとおり、子どもたちが自分たちの町のことを知ることがまず大事で、これから

始めていくことによって、ふるさとへの愛着と誇りを持って中泊町から大学や県外に

出たときに、自分の町を誇りに「こういう町です」って言えるような教育が必要で、

それが具現化していけばいいと思いました。 

 

〇総務課長：佐井川委員よろしいでしょうか？ 
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〇佐井川委員：小学校が 3校統合されるわけで各小学校の独自の行事というか、中里

小学校でしたら「なにもささ」とか、武田小学校でしたら「交通安全パレード」、そう

いったものを統合した後どうするのかが課題なのかと思いました。ふるさと科にも関

係するかもしれません。残していくのか、それとも新たなものを作っていくのか、廃

止していくのかを考えていかなければならない。 

それから、制服についてです。義務教育学校が 9年間同じ制服となると 1年生から

一番上の学年となると、体の大きさがかなり違ってくるので、その間、何回か制服を

買い替えるとなると保護者の負担も大きくなりますし、考えておく課題と思いまし

た。 

 

〇教育課長：例えば、各校で一つずつこれだけは譲れない行事、中里小学校だと「な

にもささ」、武田小学校だと「猿賀様」それから薄市小学校だと「賽の河原」とか、そ

ういったものを各地域の人たちに選んでもらって、義務教育学校でそれだけはやる

よ、という行事を決めることもあり得るのではないかなと思います。準備委員会の皆

さんの意見を聞いてからになりますが。 

それから制服に関しまして、例えば、安い制服で手に入れやすいもの、今の時代に

合ったものを検討しますし、義務教育学校になったからといって、例えば小学生に制

服を義務付ける必要はないので、例えば前期課程６年、後期課程３年ってありますけ

れども、後期課程になったら制服を導入するとか、今まで通りの方法もできなくはな

いので意見を聞きながら、進めてまいりたいと思っております。 

 

〇町長：制服は法律とか制度とかで何か決まっているものはあるの？ 

 

〇教育課長：制服は決まってないです。校則で決めているだけです。 

 

〇町長：どういう学校にするかを考えていくときに変えればいいと思うんですよ。最

近、県知事も今までの常識的な公務員はワイシャツにネクタイっていう常識から離れ

ているじゃないですか。 
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昔からなぜかわからないけど決まっているような錯覚をしているものは、根っこの

法律や制度に返って、やらなくてもいいものはやらない、自由にする。自由だと毎日

同じ服を着てくる人と、そうでない人が出てしまったから昔、同じ制服にする発想に

なったと思うので、そこは保護者の方々ともしっかり意見交換をしながら、新しい学

校について考えていけばいいと思います。 

特色のある行事については全くそのとおりで、先ほどの歴史の話と同じでそれぞれ

の地域の昔の特色をしっかり調べて書き残して、歴史に残した上で、学校行事として

取り上げていけばいいのか、歴史には留めるけど、学校の行事を新しく考えた方がい

いのか議論してみればいいと思います。 

先ほどから出ている意見は、ふるさとの歴史とかをしっかりと押さえることによっ

て、子どもたちに郷土愛が出てくる。地域を知ることによってどこに行っても自分た

ちの地域としっかり比較しながら良さもまた見つけられて、いずれ帰ってくるという

郷土愛にも結びつくと思うので、やはり私は歴史・過去というものをしっかり大事に

教えていく、調べて残していく、その中で行事にも反映させることが必要と思うの

で、新しい学校を作っていくにあたってはそのことに十分配慮した教育委員会として

の方向性を出していただければありがたいと思います。 

 

〇総務課長：協議調整事項の２、部活動地域移行の推進について教育課長よりお願い

します。 

 

〇教育課長：部活動でございますけれども、学校教育活動の一環として、責任感、連

帯感、好ましい人間関係、こういったものを指導するのが従来の価値観でした。最近

になって顕在化している少子化の進展によって、従来の学校単位での活動が困難にな

ってきている現状があります。また、学校の働き方改革が必要となり、文科省が出し

た一つの答えが部活動の地域移行ということになります。その意義としては、親しむ

機会を確保すること、地域全体で関係者が連携し生徒の豊かで幅広い活動機会を確保

すること、またその環境の整備を行うのが部活動の地域移行となっております。 

国、県の動向としては、いろんなガイドライン出してきて「移行せよ」と旗を振っ

ているわけです。中泊町もその流れをふまえて、令和 5年度に実態把握、それから検

討委員会の設置をしまして計画を作成しました。令和 6年度はその計画に基づいて一

部の部活を、休日のみ地域移行を完了いたしました。西北五地域では初めてでござい
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ます。 

それから今年度も検討委員会を開催し、部活ごとの課題と対策、それから生徒の保

護者を対象としたアンケートを実施しまして、令和 7 年度以降に平日を含めた地域移

行の検討を本格的に実施してまいりたいと考えております。なお、スポーツの分野で

国の実証実験に申請中でございまして、採択されれば補助金が交付されることになっ

ています。早ければ令和 8年度以降は完全移行を目指したいと考えています。 

次に目指す姿ですが、現状は休日の地域クラブのみ、ソフトテニス、陸上、相撲、

野球、柔道を移行していますけれども、目指す姿としては完全移行、学校から「部活

動を廃止する」ということになります。そして生徒たちは地域の好きなクラブに参加

して、そこには従来ある部活動のほかに、三味線クラブ、ダンスクラブ、格闘技クラ

ブ、eスポーツクラブ、釣りクラブ、料理クラブとかがあるかもしれません。その講

師も当然必要ですし、そこを調整して配置していきたいというのがこの地域移行にな

ります。 

最後に、スケジュールになりすが令和６年度、可能な部活動から地域移行というこ

とで、現在、休日のみ移行しています。令和 7 年度はその他の部活も可能なものから

休日移行することになります。令和 8年度は地域移行を平日も移行して、完全移行を

目指したいということになります。文化系の部活動は、まだ移行していないんです

が、来年度には検討して令和 8 年度のうちに移行したいと考えております。特に吹奏

楽部は人数が多いので、顧問の先生が移行の準備をしております。 

部活動に関しては以上になります。 

 

〇総務課長：ただいまの協議調整事項について、委員の皆様からご意見を頂戴したい

と思います。 

 

〇宮越委員：いかがでしょうか？ 

 

〇宮越委員：まず完全移行までに指導者が必要なわけですけども、指導者たちも平日

に仕事があると、指導する意気込みはあるけども、忙しくて指導に来られない日も出

てくると思うんですが、実際に指導はどういった環境が整えば、もっともっと指導に
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時間を割いてくれることができるのか。 

なおかつ、教育委員会が主導ではなく、スポーツ協会が主導となり指導者と連携を

取ることについて、スポーツ協会の方々からこれで問題なく運営できるといったよう

な感じがあるのかが心配なところではあります。 

 

〇教育課長：まず指導者の確保ですけれど、スポーツ協会に委託するのは移行の一環

でありまして、幸いにしてスポーツ協会は指導に意欲のある方が５つの部活で確保で

きているわけですけれども、安定的に指導を確保するためにはやはり協会という組織

に委託した方がいいと考えていまして、目指す姿として、複数の指導者で曜日によっ

て指導者を変えてもいいということを考えている最中です。 

それからもう一つの策として、学校の先生が顧問の場合、その人たちを兼業兼職で

許可する方法。これは働き方改革問題の解決にはならないんですけれども、指導者を

確保するまでは、そういった方法で。例えば、吹奏楽の先生はなかなか探せないと思

いますので、そういった先生は学校の勤務時間ではなくて兼業兼職でやっていただく

ことを今、現状検討しております。 

以上になります。 

 

〇総務課長：次に角田委員お願いします。 

 

〇角田委員：結果、中体連という組織はなくなるんですか？ 

 

〇教育課長：中体連は学校の先生で作られている組織で、全国大会もありますので可

能性はゼロではありません。中体連の中で全国大会を中止している種目もでてきてお

ります。 

 

〇角田委員：クラブチームの指導者の報酬ですね。交通費ぐらいは支給されるんでし

ょうか？ 
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〇教育課長：今年度から指導者の報酬を支払っております。ですが、完全移行したと

きは、できれば受益者負担とするのが本来の姿だと思います。ただ、移動費用に関し

ては町の支援が必要だろうと考えています。 

 

〇教育長：これは非常に難しくて、今後検討を要する課題だと思います。町長に理解

していただいているので町から報酬を出しています。その他に移動のバスとかも。部

活動にいろいろ出しているところは少ないです。ただそれを将来どうするのか。小さ

い町なので完全受益者負担にできるのか？ 

例えば指導者の会社が「給料下げないから、休んで行っていいよ」と、そういう理

解してくれるような会社が出てきてらいいと思いますよ。そういうことはやっぱり地

域じゃ難しいから、今は補助していますが。 

 

〇町長：学校の体育館とか、部活で使っているインフラ施設は、普通に使えるように

なっているんでしょ？ 

 

〇教育課長：それは、計画には「なるべく配慮する」としていますので、部活の拠点

は変わってないです。 

 

〇町長：部活動を地域クラブへ移行となると、今までは学校の部活動のために使うテ

ニスコート、体育館、野球場、陸上競技だったものが、今後どういうふうに地域のク

ラブに使ってもらえるのか？学校の施設の管理って結構、厳しいじゃないですか。 

 

〇教育課長：使うためには申請しないといけなくなるわけですけれども、今のところ

は移行の最中ですので従来の場所でということにしています。 

 

〇町長：当然、学校施設の使い方について、ある一定のルールを作って、自由に使え

るようにしないと成り立たない。 

あともう一つは、地域クラブの受け手となっているスポーツ協会の団体は町から補

11



助金をもらっているんです。要はその補助金の出し方や使い方を少し工夫すれば、そ

の地域クラブのための指導の経費を出せるのではないかなと。補助金と指導の経費の

捻出の調整をスポーツ協会と話し合い、十分に検討しないといけない。 

 

〇総務課長：東山委員いかがでしょうか？ 

 

〇東山委員：例えばダンスや三味線とかの指導者は町内の方からでしょう。 

 

〇教育課長：必ずしもそういうわけではありません。町外でもいい指導者がいれば依

頼する可能性はあります。 

 

〇東山委員：地域から雇用になることで、先生と生徒じゃなく、地域の人たちと子ど

もたちの地元愛が伸ばせるので、ふるさと科にもつながるのかと。 

 

〇町長：町内に三味線の先生もいるし、踊りの先生もいるし、ダンスの先生もいる

し。 

 

〇教育課長：今の状況だとほとんど確保できています。 

 

〇町長：吹奏楽だけがちょっと特殊な世界だから難しい。 

 

〇総務課長：佐井川委員いかがでしょうか 

 

〇佐井川委員：窓口はどうなるんですか？学校の部活動が廃止になった場合、今の中

体連にしてもそうですし、吹奏楽だったらコンクールとかいろんな大会の窓口ですよ

ね。それは中泊町のスポーツ協会になるんですか？ 

12



 

〇教育課長：現状で学校が関わっている部分があります。申し込みなどです。そうい

ったところは学校がやりつつ、活動はクラブの指導者がやることになりますので、過

渡期においてはそうなると思います。ですけれども、本筋としては将来的には、協会

なり、吹奏楽もそれぞれの各団体が大会の窓口になろうかと思います。 

 

〇佐井川委員：指導者が窓口になるのは、高齢になってできなくなったときに、窓口

も変わらないといけなかったりするので、できれば一つにまとまった方がいいと思い

ます。 

 

〇町長：皆さんと議論していてわかるとおり、この地域クラブ移行については、まだ

固まってないやり方の中で、とにかく子どもたちが減っている現実と、学校でこれま

でどおりに指導する先生の確保が難しくなってきたのがあって、働き方改革も含め

て、世の中全体がこの方向に移るのに、今議論いただいたような様々な課題が、「大会

はどうするのか」、「指導者の報酬をどうするのか」いろいろ出てきている中で少しず

つ問題解決しながら進んでいくと思います。そこは教育委員会も周りの情報をちゃん

とキャッチしながら、適宜適切に対応して子どもたちが困らないようにしていただく

ことをよろしくお願いしたいと思います。 

 

〇総務課：続きまして協議調整事項の 3、メタバース英語教育について教育課長より

お願いします。 

 

〇教育課長：今年度の実施内容ですが、先行実施の薄市小学校では 5、6 年生だけ教育

課程特例校の認定ということで 3、4年生は外国語活動の中で実施してまいりました。

内容としては、オンラインレッスンで 31 コマ、オンラインライブスタディツアーとい

うのが現地の文化を体験できる内容で 3コマ、それからフィリピンの児童との国際交

流を 1コマ。それから最後、スピーキングテストを年 2回実施したということになり

ます。 

次に今年度実施した中での課題や感想なんですけれども、まだ実施していない学校
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の先生からの不安要素として、例えば外国人講師とのコミュニケーション、意思疎

通、それから教員の関係では、担任の役割や評価、指導要録をどうすればいいか。そ

れから特別支援学級の対応、こういったものが出てきております。実施した薄市小学

校の感想として、「あまり難しさを感じていない」、「子どもたちには人気だ」、「特にラ

イブツアーが人気で会話の表現はまだまだだけど感情表現がだいぶ良くなってきた」

という感想が校長先生からありました。ALT の先生からは「他の学校よりも発音が良

くて積極的だ」という感想がございました。令和 7年度からいよいよ全校で実施され

るわけですけれども、薄市小学校が 5・6年生だけ教育課程特例でしたが、これを 3・

4 年生から全ての学校で教育課程特例の指定を受けて、ということになります。具体

的には、総合的な学習の時間、中学生の時間も含めまして 35 時間をグローバル科とい

うことで科目に設定いたします。中学校 1 年生だけ時間が少し足りなくて、道徳の時

間から 10 時間を削って 35 時間を確保するということにいたします。 

それから「AI リアルタイム多言語翻訳サービス」というものが委託会社から提案さ

れまして、要するに日本語や他のいろんなアジアの言語も含めて同時通訳できる AI の

サービスが開発されまして、これをまた先に薄市小学校に導入してメリット、デメリ

ットについて検証させていただこうと思っております。同時通訳されてしまうので、

何か学習に支障があるのかを実験してみて、どういった課題があるのかを確認してみ

たいと思います。なお、昨年度のオンライン国際交流は 1 回だったんですけれども、

今年度は 2回に増やして実施したいと考えております。協定を締結したセント・ラ・

サール大学付属小中学校の子ども達との交流になります。 

次に、先ほどの通知表と指導要録をどうするかの課題について、来年度の方針です

が、通知表は令和 6 年度は薄市小学校では教育評価欄にグローバル科 2観点 5段階評

価ということにしていました。それから指導要録は総合所見欄にしていましたけれど

も、令和 7年度は全校で統一します。年 2 回実施のスピーキングテストの結果を評価

対象として、3学期に評価する。通知表は学校の裁量になりますので、これを評価欄

に記載するかどうかは学校にまかせることにしています。指導要録は教育委員会の裁

量なんですけれども、総合所見欄に記載することで統一します。2観点 3段階評価に

なります。例として、グローバル科は知識・技能・表現と関心・意欲・態度、こうい

ったもので表記したいと考えています。 

最後に、オンライン国際交流についてですが、セント・ラ・サール大学付属小中学

校との交流回数の増、来年度 2 回ということですが、これを例えば 4 回にしてより交

流を深めるとか、リアルで短期留学、例えば中学校 2 年生あたりを冬休みを活用して
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5 名程度ぐらいリアルで短期留学させてみればどうかとか。それからせっかく提携し

ているので、誰か 1 人でも進学できるような体制を作るとか。荒唐無稽かもしれない

ですが、修学旅行先をフィリピンにしてみればどうかとか、いろんなことをこれから

検討していきたいと考えております。 

 

〇総務課長：ご意見等ございましたらお願いしたいと思います。 

 

〇角田委員：総合的な学習の時間 35 時間、それを中学 1年生の道徳の時間を 10 時間

減らすのはなぜ？ 

 

〇教育課長：そもそも中学校 1 年生は総合的な学習の時間が少なかったんです。 

それを丸々35 時間やってしまうと総合的な学習ができなくなってしまう恐れがあっ

て、どこか他の科目を削れないかということで、学校と相談した結果、道徳を削ると

いうことで結着しました。 

 

〇角田委員：道徳になった結果は、なぜ道徳になった？ 

 

〇町長：道徳教育が大事なのは認識した上で 1 年生については、やむを得ずと。 

 

〇教育課長：もちろん道徳をなくするわけではないです。 

 

〇角田委員：道徳って何年か前に大事だっていうことで教科に入ったんですよね。 

 

〇教育長：道徳も 35 時間ですが、道徳は特別の教科で位置づけられていますので、例

えば数学を減らしてもいいんですよ。学校の裁量で検討した結果、道徳って議論にな

りました。 
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〇総務課長：宮越委員お願いします。 

 

〇宮越委員：昔からの米の経営状況ですけども、世界に駆け引きができる力をつけな

いと、日本はただ外国の言いなりになってしまう。原料や肥料の値上がりに挑んでい

くために、米の政策については、ずいぶん前から報道されているとおり、外国で売っ

て駆け引きをしていかなければならない。そういう経営時代が、いよいよ近くなって

きたので、その前にこの子どもたちが外国人と話せるようになる。今、米農家にとっ

て一番の障害は外国の言葉の壁です。これからの子どもたちは外国人に対して怖気づ

かないで話ができるようになっていかないと、社会情勢に本当に取り残されると思う

ので、このメタバースの教育はすごく重要だと思います。 

道徳も重要だとは思いますが、これに関しては皆さんで協議しながら進めていきた

いと考えています。以上です。 

 

〇総務課長：町長からお願いします 

 

〇町長：子どもたちが、海外を意識しながら小中学校の教育を受けていくことが大事

なのかな。薄市小学校のメタバースの授業を視察に行ったときに、ライブツアーでフ

ィリピンの市場を子どもたちが直接見る機会があって米の値段が出ていたんですね。

米の値段を子どもたちが関心を持って見ていて、宮越委員からお話があったようなこ

とが将来的にきちっと解決する道に繋がるのではないかなと。フィリピンで米がいく

らで売られているのか、日本となぜ違うのかというところにちゃんと気がついていけ

ば、将来外国に売り込むことにも繋がるし、その売り込むための道具として英語がコ

ミュニケーションツールとして使われる。この使えるようになるっていうことが大事

なんだと思っております。 

まさに道徳教育もすごく大事だけども、この語学を通じて、グローバル科を通じて

身に着ける道徳もまた大事なのかなと思っておりますので、教育委員会におかれて

は、ぜひそういうことを念頭に置きながら、全ての子どもたちにこういう体験ができ

るようにしていただければありがたいなと思っております。 
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〇総務課：最後に協議調整事項の 4.子ども第三の居場所事業について福祉課長よりお

願いします。 

 

〇福祉課長：福祉課からは、令和 8 年 4月開所を目指し、令和 7 年度当初予算に実施

設計監理費、工事費を計上している（仮称）中泊町子ども第三の居場所事業について

説明いたします。 

本事業を実施する背景には子どもが抱える困難が複雑で、私達大人には見えにくく

なっているというところにあります。手厚い支援が必要な子どもに対し、家でも学校

でもない第三の居場所を提供することで、生き抜く力を育み、誰一人取り残さない地

域子育てコミュニティを目指していきたいと考えています。そのために新たに子ども

たちへ安心安全な空間を提供できる施設を設置するものです。 

対象となる子どもは不登校や学校を休みがちな子ども、ひとり親家庭等の子ども

で、午後 6時以降の預かりを希望する家庭の子ども、十分な食事や衛生的な生活がで

きていないとみられる子ども、関係機関からの情報により支援を行うことが適切であ

ると判断した子ども、家庭環境に課題を抱える子ども等となります。 

設置場所ですが、役場とみちのく銀行の間を考えております。その理由は、保護者

が町町民課や福祉課、教育委員会と相談しやすいこと、また図書館や博物館が近く連

携が容易であること、さらには子育て世帯が多いもみじ団地が近いこともその理由の

一つです。 

施設の概要ですが、B&G 財団の建設の条件として、90 平米以上。基本的生活習慣の

指導も必要に応じ行わなければならない必要があることから、キッチン、浴室を備え

る必要があります。開設時間は週 3 日、平日は学校が終わる時間から 19 時まで、土曜

日は 8時から 19 時までとし、状況を見ながら、将来的には開所日数、時間の延長も検

討していきたいと考えております。また B&G 財団の条件として、登録者数が 20 名、実

利用人数が 10 名となっており、なかなか厳しい条件となっておりますが、困難を抱え

る子どもを見逃すことなく、各機関と連携しながら対応していきたいと考えておりま

す。 

運営については、誰 1人取り残さない地域子育てコミュニティを形成するため、関

係機関の中心として課題を抱える子どもへの適切な支援を行うとともに、保護者も含
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めて包括的に支援するため県内で実績がある団体への委託を考えております。 

助成の概要ですが、プールでなじみのある B&G 財団からご覧のような助成がありま

す。建設費として上限 5,000 万円、これには備品や設計費も含んでいます。また運営

費として開所日に応じて月 80 万円から 120 万円助成していただけます。4年目以降は

国の子ども子育て支援交付金を活用し、運営していきたいと考えております。 

建設費は平屋 40 坪を想定して 4,000 万円、その他設計、備品などで 1,000 万円をそ

れぞれ概算予算で見込んでおります。次に運営費についてですが、こちらも概算とな

りますが、人件費や光熱水費等で 1 ヶ月当たり 89 万円を見込んでおります。運営 3年

目までは B&G 財団の補助を受け、町負担額は月 9万円、1 年間で 108 万円を見込んで

おります。なお週 3 日のモデルは 80 万円が助成の上限となっております。次に運営 4

年目以降は、国の交付金を活用して月 30 万円 1年間で 360 万円を見込んでおります。 

今後のスケジュールとなりますが、令和 8年 4 月開所を目指し、令和 7年 3 月定例

議会において、実施設計・監理、建設工事費を計上する予定です。事業実施にあたっ

ては、環境整備課、教育課、関係課と密に連携しながら進めてまいりたいと考えてお

ります。 

少子化が加速していますが、地域の宝である子どもたちが抱える困難を早期に見つ

け、保護者の方も含め、包括的に子育てを支援していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

〇総務課：質問やご意見等ございませんか。 

 

〇角田委員：こういう需要ってあるんですか。 

 

〇福祉課長：なかなかこういう問題は見えにくいところがあるんですが、保健師と福

祉課が協力して支援している状況にある子どもたちがいます。 

 

〇角田委員：例えば、起立性調節障害の子どもも受け入れて、これを指導するとか治

すとか、そういう考え方じゃなくて、ただ単に受け入れると。 
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〇福祉課長：そういう子どもたちも受け入れながら支援していきます。 

 

〇教育長：不登校の子たちって、朝起きられない子どもが多いんですよ。調べると起

立性調節障害。そうすると午前中に学校に来られなくて不登校になってしまう。そう

いう子たちが学校には行けないけど、午後にでもふらっと来れるような居場所を作る

って感じで考えているということですよね。 

 

〇角田委員：わかりました。 

 

〇総務課長：宮越委員お願いします。 

 

〇宮越委員：青森市の不登校、学校に行けない子どもを受け入れる不登校等特認校で

すけれど、そこには学校の先生方がいる。でも、第三の居場所は先生じゃない。青森

市とは目的が違うということですよね。 

 

〇町長：所管も違うんですよ、文科省じゃなくてこども家庭庁、わざわざ所管が違う

ことから言っても、医療でもないし、教育でもない。だけど、今の医療・教育・家庭

というところからはじき出された、その三つの場所にもなかなか居場所がない子ども

たちの居場所を作ろうということで第三の居場所。これを国じゃなくて B&G 財団がや

っている。今、日本の若者でも日本に期待してない若者が多くなっているのをすごく

危惧している。だからこそ、子どもたちの小さい時代からきちんとした居場所を作る

手伝いをする。この第三の居場所を「100%資金提供するからつくろう。」ということ

で、すぐ作ることにした経緯をご理解いただければ全てわかっていただけるのかな

と。 

そういう子たちには、こういう場所で話し相手になったり、やりたいことをやらせ

てあげる場所になればいいと思っております。 

ぜひご理解とご協力をお願いいたします。 
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〇宮越委員：そういう子どもたちは、やっぱり認めてあげることが大事だということ

があると思います。 

 

〇町長：あなたの居場所はここにあるよ、っていうことを我々から発信してやるだけ

で変われるかもしれない。 

 

〇総務課：それでは本日の案件について再度確認したいことなどございましたら、お

願いしたいと思います。 

 

〇町長：いつでも教育委員会なり、町なりに言っていただければ、何でもお答えした

いと思います。共に子どもを育てていきましょう。よろしくお願いします。 

 

〇総務課：なければ、これで本日の日程は全て終了いたしました。 

慎重なご審議ありがとうございました。 

これをもちまして中泊町総合教育会議を閉会させていただきます。 

ありがとうございました。 
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